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ルール 正解数 不正解数 正解率
ルール１ 1553 0 100%
ルール２ 314 129 70.9%
ルール３ 278 154 64.4%
ルール４ 432 67 86.6%
ルール５ 223 62 78.2%
ルール６ 226 294 43.5%
合計 3026 706 81.1%
5 まとめ
本研究では，照応現象の分析や機械学習の際の学習データに
使われる文を増やすために，ゼロ照応に関するコーパスの作成を
行い，またそれを用いてゼロ照応現象についての調査を行った．
コーパスには毎日新聞のデータを用いて 3800文のゼロ照応現象
を含む文を記述した．そして，これを用いてゼロ照応現象につ
いて調査をした結果，90% 以上が先行詞に「ハ」格や「ガ」格
を選ぶことが分かった．そして，照応詞が「ガ」格のものに関し
て，動詞の意味を用いた先行詞の格の特定は有用ではないこと
が示された．また，1度先行詞となった名詞はその後も先行詞と
なりやすいこともわかった．今後の課題としては，今後の機械
学習を用いた照応解析の精度を高めていくために学習データを
増やす必要があることから，コーパスの文章を 10000文，20000
文と増やしていくことなどがあげられる．
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